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おしらせ
ホームページもご覧下さい！
ホームページでは地域の話題や
技術情報などを掲載しています。
【宗谷農業改良普及センター】
で検索するか、または右のQR
コードからも閲覧できます。
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宗谷農業改良普及センター本所 〒098-5551 枝幸郡中頓別町中頓別983-11  ℡01634-６-1414
宗谷北部支所 〒098-4110 天塩郡豊富町字豊富大通り1丁目 ℡0162 -82-2119

■お問い合わせ先

『子宮の解剖に真剣！』

10月31日に、令和７年度ｆｆフォーラム「繁殖管
理の実際」が開催されました。午前の講義の
あと、午後に「子宮の解剖実習」を行い、会員
の皆さんは、解剖の手元を真剣に見つめてい
ました。質問も数多く出ていました。

●宗谷農業の発展のために（豊富町 池田裕介農業士）
●宗谷に新天地を求めて（猿払村 花崎 福さん・ゆりあさん）

●牛を見る目
●屋根への塗料塗布による雪落ちの改善および暑熱対策に向けて

●乳製品加工体験会 開催（豊富町、枝幸町）

「乳製品加工体験会」 開催！

10月13日豊富町、16日枝幸町で「乳製品加工体験
会」が開催されました。13日は親子を対象に、16日
はこども園の子供たちを対象に、農業者が講師とな
り乳製品の作り方を説明しました。
子どもたちは、大人に手伝ってもらいながら楽し

そうに作業し、出来上がったアイス、パンに載せた
バターをおいしそうに試食していました。

バターづくり（枝幸町）
講師：有吉悠子さん

アイスづくり（豊富町）
講師：田中あもさん

屋根への塗料塗布による
雪落ちの改善および暑熱対策に向けて

昨冬は湿った重い雪によって多くの牛舎や倉

庫で破損や倒壊被害が発生しました。また近年、

冷涼な宗谷地方でも夏季の高温により生乳生産

への影響が見られるようになっています。

こうした課題に対応するため、普及センター

では本秋から実際の牛舎で屋根に塗料を塗布し、

冬季は雪落ちの向上による被害軽減効果を、夏

季は遮熱による暑熱対策効果を期待して、実証

試験を行っています（写真１）。

塗布後の屋根では、撥水性の向上が確認され

ており（写真２）、本格的な積雪期には雪落ち

の改善効果が期待されます。

一方で、塗料塗布は高所作業となるため、手

間や安全面での課題があり、また塗装を業者に

委託すると費用もかかります。そのため効率的

で安全かつ安価な施工方法としてドローンによ

る塗布作業ができないか、実績のある企業と連

携し検討を進めています。

写真１ 実証試験塗布した屋根

写真２ 塗布前は撥水性がない(水滴なし) (左)
塗布後は水滴が形成され撥水性の向上を確認(右)
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宗谷農業改良普及センターだより
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＆「宗谷農業の発展のために」

「宗谷に新天地を求めて」

池田農場は搾乳牛85頭、未経産牛50頭の繋ぎ飼いの農場で
す。裕介さんは平成22年に就農し、北海道農協青年部協議会
副会長を務めるなど地域のリーダー的存在で、令和７年に北
海道農業士に認定されました。
・これからの宗谷農業に必要なこと
一戸当たりの草地面積が増大しているため、牧草の外販や、

収穫体系の見直しによって「負の財産」を作らない工夫を行
い、畑の有効活用方法を見いだすことが必要です。
また、近年は地球温暖化に伴う気温の上昇が顕著なので、

暑熱対策としてクーラーや送風機を導入し、牛の負担を減ら
すことが必要です。
先を見越した投資・決断は難しいので、常日頃からシミュ

レーションを頭の中ですることが大切だと思っています。
・最近力をいれているところ
牛群改良に力を入れています。仕事をするに当たって、モ

チベーションの上がる牛にしたいと思い、個体乳量を中心に
改良を行っています。
・若い方へのメッセージ
「自分ひとり」で仕事をしているわけではありません。世の
中のことを知るために、時間があるときには積極的に家を飛
び出し、いろいろな体験をして下さい！ （取材：薄井）

豊富町 農業士 池田裕介さん

にこやかな池田農業士

池田農場全景

猿払村狩別 花崎 福・ゆりあさん

花崎さんは令和５年度に猿払村で新規参入し、今年で２
年目を迎えました。
現在、飼養頭数は 経産牛85頭、育成牛50頭、分娩間隔

は423日で、経産牛１頭当たり年間乳量は10,900kgを超え
ています。また、さるふつ村楽農塾にも所属しており、
様々な活動に積極的に参加しています。
・宗谷で就農した感想
自宅周辺には広大で斜面のない土地があり値段も安いこ

とが魅力で就農しました。地域での協力体制が整っており、
困ったときには地域の方々に助けてもらいながらも何とか
営農することができています。
・現在重点的に取り組んでいること
牛の管理には気を遣いながら、日々の作業は効率を重視

して行い、出荷乳量を増やしていくことを意識して取り組
んでいます。
・これからの目標
まずは牛を健康に飼養することを第一にしていきたいで

す。そして順調に飼養頭数を増やしていきたいです。
（取材：柴田）
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牛を見る目

牛は飼料設計どおりに食べてくれていると思いがちですが、飼料の採食量は、粗飼料の品質や牛の
健康状態によって左右されます。さらに、いつでもエサを食べられる状態か等の給与方法にも影響を
受けます。想定どおりに食べていない場合は、乳量低下や体重減少、さらに疾病や不受胎にもつなが
ります。そのため、日々の観察で牛の採食量を観察すると共に、想定される乳量やコンディションが
得られているかを確認する必要があります。

(1)いつでも十分にエサが食べられる環境をつくる
・牛の口元にエサが無くなる前にエサ寄せを行い、
常にエサを食べやすい状態にする（写真１）

・牛が食べやすい位置にエサを寄せる
（飼槽壁から30～60cmの位置にエサを多く寄せる）

(2)十分な飲水量を確保する
・定期的な水槽の清掃により、衛生的な状態を維持
・吐水量不足が原因の場合は、ウォーターカップの
ポッチのすり減りや配管構造を確認する

(3)粗飼料の品質に応じた給与方法
・給与回数やエサ寄せ回数を増やす
・糖蜜などを添加する

(4)適切な換気による飼料の採食量確保（冬期間）
・トンネル換気では、台数制限やインバーターの活用
・入気口がない場合は、窓やカーテンの開放が必要

２ 飼料の採食量確保に向けた対応

１ 飼料設計どおりに食べているか

ルーメンフィルスコア（RFS）により、牛の日々のルーメンの充満度を数値化することができます。
この値が高いほど飼料の採食量が多いことを示します（表１）。

表１ RFSの測定方法

釧路農業改良普及センターHPより引用

写真１ エサの位置が遠すぎる例
（飼料壁から30～60cmの位置にエサがない）

以上は、HP“技術のページ”「牛を見る目」の短縮版です。
この記事以外にも、さまざまな情報が掲載されています。

ホームページ、ぜひご覧ください
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計測方法
の一例

手のひらで押
すと手の厚さ
以上に凹む

手のひらで押
すと手の厚さ
と同じくらい
凹む

手のひらで押
すと凹むが手
の厚さまでは
いかない

手のひらで押
しても凹まず
に外側に膨ら
んで見える

横突起が見え
ないくらい外
側に膨らんで
いる

牛の状態 採食量不足 泌乳期はスコ
ア３以上を目
指しましょう

泌乳後期はス
コア４以上を
目指しましょ
う

乾乳期はスコ
ア５を目指し
ましょう


